
日
仏
東
洋
学
会
通
信
第
二
号

一
九
八
四
年
六
月
発
行

フ
ラ
ン

ス

•
シ
ノ
ロ
ジ
ー
体
験
記

興

膳 

宏

一
九
八
ニ
年
四
月
か
ら
翌
年
の
一
月
末
ま
で
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
パ 

リ
に
滞
在
し
、

フ

ラ

ン

ス

の

中
国
研
究
の
一
端
に
触
れ
る
機
会
を
得
た
。
出
発
前
、
 

「
中
国
文
学
の
研
究
の
た
め
に
、

な
ぜ
ま
た
パ
リ
へ
？
」
と
い
ぅ
質
問
を
し
ば
し 

ば
受
け
た
の
に
は
、

正
直
い
っ
て
面
く
ら
っ
た
。
中
国
研
究
者
が
中
国
へ
行
く
こ 

と
の
意
義
を
私
は
も
ち
ろ
ん
重
ん
ず
る
が
、

一
方
ま
た
ョ
—
 

ロ
ッ
パ
世
界
の
眼
を 

通
し
て
中
国
や
日
本
を
見
つ
め
な
お
す
の
も
、

そ
れ
な
り
に
意
義
の
あ

る

こ
と
と 

思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
し
て
そ
の
気
持
は
、
帰
国
後
の
い
ま
、

い
っ
そ
ぅ
強
い 

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

パ
リ
で
は
、
ま

ず

pdcolepjratique 

des 

H
ê
t
e
s

 

E
t
u
d
e
s

 

(
高
等
研 

究
院
)

の
第
四
部
門
、
す
な
わ
ち
歴
史
学
文
献
学
の
部
門
で
、

J
. 
P 
•
デ
ィ
エ
ニ 

ィ
教
授
の
講
義
を
聴
講
し
た
。

デ
ィ
エ
ニ
ィ
氏
は
フ
ラ
ン
ス
に
お

け

る

中
国
古
典
文 

学
研
究
の
俊
秀
で
、
『
詩
経
』

や

古

楽

府
•

「
古
詩
十
九
首
」

な
ど
に
関
し
て
、

ヨ 

丨
ロ
ッ
パ
文
学
と
の
比
較
文
学
的
視
点
を
も
ま

じ

え

た

精
緻
な
研
究
成
果
を
数
多 

く

発
表
し
て
お

ら

れ

る

。

私
は
二
十
年
前
、
氏
の
京
都
滞
在
中
に
知
遇
を
得
た
が

、
 

今
回
の
渡
仏
で
は
身
元
保
証
人
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

日
常
生
活
の
諸
面

に
つ
い
て
も
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

H
a
u
t
e
s

 

E
t
u
d
e
s

の
講
義
は
、
十 

一
月
に
始
ま
っ
て
、
翌
年
の
五
月
で
一
サ
イ
ク
ル
が
終
了
す
る
。
だ
か
ら
私
は
八 

ニ
年
度
の
講
義
の
終
り
ニ
か
月
と
、

八
三
年
度
分
の
初
め
三
か
月
に
出
席
し
た
こ 

と
に
な
る
。

こ
の
学
校
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
建
物
の
一
角
に
あ
る
。
時
代
の
つ
い
た
段
階
を
上 

っ
て
二
階
へ
出
る
と
、
右
手
が
歴
史
学
文
献
学
部
門
の
教
室
、
左
手
が
宗
教
学
部 

門

(
第
五
部
門
)

の
教
室
に
な
っ
て
い
る
。
教
室
と
い
う
よ
り
は
セ
ミ
ナ
—
室
と 

い
う
方
が
ふ
さ
わ
し
い
、

日
本
流
に
い
え
ば
う
な
ぎ
の
寝
床
と
い
う
形
容
が
ぴ
っ 

た
り
の
、
細
長
い
一
室
が
わ
が
デ
ィ
エ
ニ
ィ
教
授
の
講
義
場
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。 

毎
月
曜
日
、

ニ
時
か
ら
の
開
講
と
い
う
の
で
、
定
時
前
に
行
っ
て
待
っ
て
い
る
と
、
 

二
十
人
も
坐
れ
ば
満
席
に
な
り
そ
う
な
部
屋
が
、

や
が
て
超
満
員
に
ふ
く
れ
あ
が 

っ
た
。

こ
の
学
校
の
講
義
を
聴
く
に
は
、
授
業
料
を
納
入
す
る
必
要
も
な
け
れ
ば
、
 

受
講
登
録
を
す
る
必
要
も
な
い
。

た
だ
授
業
中
に
回
覧
さ
れ
て
く
る
大
学
ノ
ー
卜 

に
、
自
分
の
姓
名
を
記
入
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
講
義
の
内
容
と
い
え 

ば
、
大
学
院
専
攻
科
程
度
に
照
準
を
合
わ
せ
た
、

か
な
り
質
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
 

そ

う

し

た

こ
と
は
耳
学
門
と
し
て
か
ね
て
聞
い
て
は
い
た
が
、
教
育
制
度
や
教
育 

観
の
ち
が
う
世
界
か
ら
参
席
し
た
者
に
は
、

や
は
り
ず
い
ぶ
ん
不
思
議
な
シ
ス
テ 

ム
に
映
っ
た
。

最
初
は
ど
ん
な
人
が
受
講
し
て
い
る
の
か
皆
目
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

お
い
お 

い
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
修
士 

( maîtrise 

)

や
博
士 

(d
octor

at 
de 

3
®

 cycle 

)

の
論
文
を
準
備
中
の
学
生
は
も

と

よ

り

と
し 

て
、
大

学

の

助

教

授

•
講

師
ク

ラ

ス

の

人
、

そ
し
て
好
き
で
受
講
し
て
い
る
と
い



う
主
婦
ま
で
、
年
齢
も
性
別
も
人
種
も
職
種
も
、

ま
さ
に
と
り
ど
り
で
あ
っ
た
。
 

そ
う
い
え
ば
、

デ
イ
エJ

ー
イ
氏
の
同
僚
で
あ
る
考
古
学
の
ピ
ラ
ゾ
リ
教
授
も
、

一 

時
期
こ
の
講
義
を
聴
講
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

さ
て
、
講
義
の
内
容
だ
が
、
今
期
の
テ
ー
マ
の
一
つ
は
龍
の
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
に 

つ
い
て
。

龍
は
変
化
し
て
測
ら
れ
ず
と
い
う
が
、
龍
の
イ
メ
ー
ジ
が
持
つ
複
雑
に 

し
て
多
様
な
性
質
を
、

デ

イ
H

ニ
イ
教
授
は
先
秦
か
ら
六
朝
に
至
る
豊
富
な
文
献 

に
拠
り
つ
つ
、
折

々

ョ
—
 

ロ
ッ
パ
古
代
文
学
に
対
す
る
深
い
知
見
を
に
じ
ま
せ
な 

が
ら
、
鮮
や
か
に
説
き
あ
か
し
て
い
っ
た
。
確
か
に
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、
龍 

の
イ
メ
ー
ジ
の
時
代
に
よ
る
変
化
を
正
し
く
掌
握
す
る
こ
と
は
中
国
古
代
文
明
を 

理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
ヵ
ギ
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
講
義
の
も
う
一
つ
の
テ
ー 

マ

は

顧

炎

武

の

『
日
知
録
』

で
、

こ
の
方
は
講
読
形
式
の
授
業
、
翌
八
三
年
度
に 

は
こ
れ
に
代
っ
て
甲
骨
文
入
門
が
始
ま
っ
た
。
と
に
か
く
こ
の
よ
う
に
し
て
、

ニ 

時
か
ら
四
時
ま
で
の
充
実
し
た
時
間
を
過
す
こ
と
が
で
き
た
。
近
年
、
自
分
の
講 

義
の
準
備
に
追
わ
れ
る
一
方
な
の
で
、
人
の
講
義
を
じ
っ
く
り
聴
く
こ
と
の
面
白 

さ
を
再
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。
秋
か
ら
は
、

デ
イ
エ
ニ
イ
氏
の
講
義
に
加
え
て 

ス
ヮ
ミH

教
授
の
敦
煌
図
像
学
研
究
、

シ
ッ
ペ
ル
教
授
の
天
師
道
研
究
の
講
義
に 

も
出
て
、

い
っ
そ
う
そ
の
感
を
深
く
し
た
。

こ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
古
典
研
究
に
つ
い
て
の
管
見
的
な
印
象
を
述
べ
さ
せ 

て
も
ら
う
と
、
敦
煌
研
究
と
道
教
研
究
の
両
分
野
に
お
い
て
、

こ
と
に
活
気
が
横 

溢
し
て
い

る

よ

う

に
思
わ
れ
た
。

い
ず
れ
も
こ

の

国
の
長
い
伝
統
を
持
つ
研
究
部 

門
だ
が
、
道
教
研
究
で
は
こ
の
ニ
ー
三
年
の
う
ち
に
シ
ッ
ペ
ル
氏
の
『
雲
笈
七
籤
索 

引
』
上
下
卷
や

、

ラ

ガ

ウ

H

イ

氏

の

『
無
上
秘
要
研
究
』
な
ど
の
基
礎
的
で
重
要

な
研
究
成
果
が
世
に
出
た
。

パ
リ
は
ヨ
ー 

ロ
ッ
。ハ
に
お
け
る
道
教
研
究
の
セ
ン
タ 

—

に
な
っ
て
お
り
、

シ
ッ
ペ
ル
氏
を
中
心
と
し
て
、

イ

ギ

リ

ス

•
ド
イ
ツ
等
諸
国 

の
学
者
を
一
堂
に
会
す
る
研
究
会
が
定
期
的
に
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
ス
ワ
ミ
エ 

氏
の
主
宰
す
る
敦
煌
研
究
班
で
は
、

ペ
リ
オ
文
書
の
目
録
編
纂
の
仕
事
が
着
実
に 

進
行
中
で
あ
り
、
近
く
そ
の
第
三
冊
が
上
梓
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
、
 

利
用
の
便
と
い
う
点
で
い
え
ば
、Bibliothèque 

N
a
t
i
o
n
a
l
e

所
蔵
の
ペ
リ
オ 

文
書
は
、B

r
i
ü
s
h

 

L
i
b
r
a
r
y

所
蔵
の
ス
タ
イ
ン
文
書
に
劣
る
こ
と
数
段
で
あ
り
、
 

我
々
と

し

て

も

目
録
の
早
い
完
成
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

そ
れ
ら
の
分
野
に
比
べ
る
と
、
文
学
研
究
の
部
門
は
や
や
寂
し
い
。
李
治
華
氏 

と
ジ
ャ
ク
'
ノ
ー
ヌ
•

ア
レ
ザ
イ
ス
氏
の
共
訳
に
よ
る
『
紅
楼
夢
』

の
全
訳
が
プ
レ 

イ
ア
ー
ド
叢
書
の
一
冊
と
し
て
出
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
詩
歌
の 

研
究
で
は
、

D
 

•ホ

ル

ツ

マ

ン

氏

の

「
描
康
の
詩
」
(

J
O
U
3
a
l

 

Asiat
iq
ue 

C
C
L
X
V
I
H

 

1
900
0
)
な
ど
を
除
け
ば
、
あ
ま
り
目
だ
っ
た
論
稿
が
認
め
ら
れ
な
い 

よ
う
で
あ
る
。

デ

ィ

H

ニ
ィ
教
授
の
講
筵
に
列
し
て
い
た
若
い
人
々
の
間
か
ら
、
 

ぜ
ひ
す
ぐ
れ
た
古
典
文
学
の
専
家
が
現
わ
れ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
古
典
研
究 

の
新
し
い
波
を
予
感
さ
せ
る
動
き
の
一
つ
と
し
て
は
、

。ハ
リ
第
八
大
学
の
人
々
に 

よ

る

雑

誌

«
5

3>
1
1
1
6〇
2 .
§
1
;
— E

x
t
r
ê
m
e

 

oc
ci
d
en
t 

の
刊
行
が
あ
る
。
 

M
x
t
r
ê
m
e

 

o
c
c
i
d
e
n
t

は
も
ち
ろ
ん
新
造
語
だ
が
、
中
国
や
日
本
か
ら
す
れ
ば
、
 

な
る
ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
極
西
に
ち
が
い
な
い
。

ョ
ー 

ロ
ッ
パ
人
と
し
て
極
西
の 

眼
に
よ
っ
て
極
東
文
明
を
見
つ
め
る
一
方
、
極
東
の
眼
を
以
て
極
西
の
文
明
を
見 

直
す
と
い
う
意
図
か
。
我
々
極
東
の
人
間
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
問
題
提
起
を
期 

待
し
た
い
。 

(京

都

大

学

教

授
•
中
国
文
学
)

一
九
八
四
•
五

•
一



◎

前
回
の
会
員
総
会
と
講
演
会
の
報
告

(
文
中
、
敬
称
略
)

三

月

十

四

日
(
水
)

当
日
は
、
生
憎
と
降
雪
の
日
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
関 

西
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
見
え
た
興
膳
、
坂
出
両
氏
な
ど
も
含
め
て
、

か
な
り
の
数
の
会 

員
が
来
会
さ
れ
た
。

総
会
は
、
定
刻
五
時
か
ら
、

日
仏
会
館
の
二
階
会
議
室
で
開
催
。
総
会
議
長
に 

は
槓
一
雄
会
長
が
当
っ
た
。
昨
年
七
月
の
再
建
総
会
で
提
案
さ
れ
た
会
則
と
役
員 

と
が
、
先
ず
こ
こ
で
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。

次
い
で
、
前
回
未
定
の
議
事
に
移
り
、
正
会
員
の
年
会
費
が
参
千
円
に
、
賛
助 

会
員
の
年
会
費
が
皂
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
な
っ
て
、
会
計 

幹
事
に
川
崎
ミ
チ
コ
、
監
事
に
池
田
温
、
原
実
の
三
氏
が
推
挙
さ
れ
、
承
認
を
得 

た
。

そ
の
間
、
議
題
の
説
明
役
に
は
、
議
長
の
他
に
、
弥
永
信
美
、
松
原
、
福
井 

が
当
っ
た
。

日
仏
学
者
交
換
協
定
に
つ
い
て
、
弥
永
昌
吉
評
議
員
か
ら
、
改
め
て
詳
し
い
説 

明
が
あ
っ
た
。

学
会
の
現
状
報
告
と
し
て
、
会
員
数
が
今
で
は
百
名
を
超
え
、

日
仏
会
館
の
関 

連
学
会
二
十
三
の
内
で
は
、
十
三
〜
五
番
目
の
会
員
数
で
あ
る
旨
の
報
告
も
あ
つ 

た
。
(
新
し
い
会
員
名
簿
は
来
春
刊
行
の
予
定
)

ま
た
、
次

回

総

会

と

講

演

会

が

六

月

二

十

八

日
(
木
)
午
後
五
時
半
よ
り
開
か 

れ

る

こ

と

が

決

め

ら

れ

た
(
詳
細
は
別
紙
を
見
ら
れ
た
い
)
。

総
会
が
無
事
終
了
後
、
六
時
ょ
り
、
檟

会

長

に

ょ

る

記

念

講

演

「
ア
ル
ヵ
デ
ィ 

ウ
ス

=

才

ア
ン
ジ
ュ
を
め
ぐ
っ
て
」

に
移
っ
た
。

ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ル
シ
ュ
学
長
が 

日
本
語
で
そ
の
司
会
を
勤
め
ら
れ
た
。
講
演
の
内
容
は
、
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス 

(
パ
リ
)

に
滞
在
し
た
一
シ
ナ
人
、

才

ア
ン
ジ
ュ
を
め
ぐ
っ
て
、
東
西
文
化
交
渉 

史
の
隠
れ
た
一
面
を
詳
細
に
説
き
明
か
す
も
の
で
あ
っ
て
、
聴
衆
に
多
大
の
感
銘 

を
与
え
た
。

こ

の

『
通
信
』

の
性
格
上
、

そ
の
全
文
を
載
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い 

が
、

そ

の

一

部

分

は

『
ョ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
』
(
大
東
出
版
社
刊
、
昭
和
五
八
年
) 

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
講
演
録
音
は
と
っ
て
あ
る
。

講
演
後
は
、

ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ル
シ
ュ
•

フ
ラ
ン
ス
学
長
か
ら
の
招
待
で
、

日
仏 

会
館
五
階
の
学
長
室
に
お
い
て
、

レ

セ

プ

シ

ョ

ン
(
カ

ク

テ

ル
•

パ
—

テ
ィ
)
が 

開
か
れ
、
学
長
御
夫
妻
か
ら
暖
か
い
も
て
な
し
を
受
け
、
雪
の
一
夜
を
楽
し
く
過 

す
こ
と
が
で
き
た
。

会
費
納
入
に
つ
い
て
の
お
願
い 

前
回
三
月
の
総
会
で
、
学
会
費
が
年
参
千
円
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
三
月 

末
ま
で
は
、

日
仏
会
館
が
必
要
経
費
を
す
べ
て
負
担
し
て
き
て
く
れ
て
い
た
の
で 

す
が
、

四
月
か
ら
は
自
力
で
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
今

後

一

一

、 

活
動
の
程
度
に
応
じ
て
、

日
仏
会
館
は
補
助
額
を
決
め
る
よ
ぅ
で
す
)
。

今
年
度
会
費
未
納
の
方
は
、
振
替
用
紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
速 

や
か
に
お
払
い
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
ぅ
、
事
務
局
と
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
(
入 

れ
違
い
で
お
払
い
済
み
の
方
は
、
御
容
赦
願
い
ま
す
)
。

会
費
送
付
先

 

東
京
一
—

一

三

四

五

八

四

日

仏

東

洋

学

会

宛



な
お
、
念
の
為
に
附
記
し
ま
す
な
ら
ば
、

日
仏
会
館
の
会
員
ィ
コ
—

ル
日
仏
東 

洋
学
会
の
会
員
と
は
な
り
ま
せ
ん
(
そ
の
逆
も
同
様
で
す
)
。
従
い
ま
し
て
、
両
者 

の
年
会
費
は
全
く
別
途
会
計
で
す
の
で
、

日

仏

会

館

の

会

員

(
通
常
会
員
で
あ
れ 

ば
年
額
五
千
円
)

で
あ
り
ま
し
て
も
、
本
会
へ
は
別
に
参
千
円
お
送
り
下
さ
い
。

先
の
『通
信
』
第
一
号
の
第

1

頁

と

「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
②

(

5
頁
)
と 

に
右
の
こ
と
を
書
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
遺
憾
な
が
ら
、
会
員
の
一
部
の
方
に 

混
乱
を
生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

事
務
局
の
説
明
不
足
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
 

善
処
方
を
望
む
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

o 

サ
ロ
ン
と
集
会
場
の
開
設 

皆
様
方
か
ら
の
御
寄
附
に
よ
り
、
日
仏
会
館
一
階
に
、
「
フ
ォ
ヮ
ィH

」F
o
y
e
r

 

(
団
欒
の
場
)

と
い
ぅ
名
の
小
さ
い
部
屋
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

五
人
〜
ニ
〇
人
程 

度
ま
で
の
会
合
に
最
適
で
、
学
会
員
で
あ
れ
ば
、

三

時

間

ニ

千

円

(
学
会
固
有
の 

会
合
の
場
合
は
無
料
)

で
使
用
で
き
ま
す
。
詳
し
い
利
用
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

学
会
幹
事
の
弥
永
信
美
あ
る
い
は
福
井
、
ま
た
は
日
仏
会
館
三
階
事
務
所
の
林
氏 

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

o

会
員

名

簿

の

追

加

と

訂

正

•
変
更 

A

追
加

藤

枝

晃
 

F
U
J
I
E
D
A
,

 

A
k
i
r
a

 

京

都

大

学

名

誉

教

授

東

洋

史

学

石
塚
晴
通 

I
S
H
I
Z
U
K
A
,

 

H
a
r
u
m
i
c
h
i

 

北

海

道

大

学

文

学

部

教

授

国

語

学

古间

橋
稔 

T
A
K
A
H
A
S
H
I
,

 

M
i
n
o
s

 

東

京

学

芸

大

学

助

教

授

中

国

文

学

竺
沙
雅
章 

C
H
I
K
U
S
A
,

 

M
a
s
a
a
k
i

 

京

大

文

学

部

教

授

東

洋

史

学

川
合
康
三 

K
A
W
A
I
,

穴
Ô
ZOI

東

北

大

学

文

学

部

助

教

授

中

国

文

学

里
道
徳
雄 

S
A
T
O
M
I
C
H
I
,

 

N
o
r
i
o

 

東

洋

大

学

助

教

授

中

国

仏

教

硕

波

護
 

H
O
N
A
M
I
,

 

M
a
m
o
r
u

 

京

都

大

学

人

文

科

学

研

究

所

助

教

授

東

洋

史

学



渡

会

顕
 

W
A
T
A
R
A
I
,

 

A
k
i
s

大

正

大

学

総

合

仏

教

研

究

所

研

究

員

中

国

漢

代

思

想

C

変
更 

*

田
正
美

法
政
大
学
経
済
学
部

B

訂
正
箇
所 

1

金
岡
照
光

2

村

上

郁

子

i
R
A
K
A
M
I
,

 
I
k
u
k
o

丨
村
山
郁
子 

M
U

POA
Y
A
M
A
,

 

I
k
u
k
o

 

に
す
る 

3

三
根
谷
徹
電
話

4

定
方
晟 

5

滋
5S

秀
三

6

田

中

文

雄

中

国

宗

教

学

丨

中

国

学

に

す

る 

(
次

下

「
通
信J

第
一
号
で
追
加
し
た
方
々
)

7

和
田
久
徳

訃

報
神

田

喜

一

郎
(
顧
問
)

と

川

勝

義

雄
(
評
議
員
)

の
両
氏
が
四
月
中
に
相
い
次 

い
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
学
会
と
し
て
、

御
葬
儀
に
弔
意
を
表
し
ま
し
た
。

謹 

し
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

交
換
に
つ
い
て=

日
仏
会
館
学
術
委
員
会
か
ら
、
次
の
よ
ぅ
な
通
達
が
昭
和
五
九
年
五
月
ニI

日 

付
け
で
学
会
あ
て
に
届
き
ま
し
た
の
で
、
御
知
ら
せ
し
ま
す
。

文
部
省
補
助
金
に
よ
る
Î

Î

交
換
に
つ
い
て

昨
年
同
様
、
下
記I

、

の
方
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
渡
航
と
a

、

の
方
の
日
本
へ 

の
招
待
を
実
施
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

H

日
仏
会
館
の
会
員
で
あ
る
日
本
の
Ï

で
、

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
等
で
講 

演
、

セ
ミ
ナ
—

等
を
開
き
、

日
本
の
研
究
状
況
を
フ
ラ
ン
ス
学
界
に
伝
え 

て
い
た
だ
け
る
方
。

〇
業
績
の
注
目
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
で
、

日
仏
会
館
そ
の
他
、
 

日
本
各
地
の
大
学
等
で
講
演
、

セ
ミ
ナ
—

等
を
開
き
、
今
後
の
日
仏
学
術

— D  一



交
流
の
推
進
に
寄
与
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

H

、
a

と

も

東

京
•

パ

リ

間

往

復

航

空

旅

費
(
実
費
)
お
よ
び
次
の
基
準
に 

よ

る

滞
在
費
を
差
上
げ
る
こ

と

と

い
た
し
ま
す
。

(
A
は
年
長
の
方
、

B
は
中 

堅
の
方
と
し
ま
す
。
)

H

A

 

一
日
一
万
五
千
円

 

一

〇

日
分
以
内 

B 

一
日 

一
万
円 

三
〇

日
分
以
内 

P
 

A 

一
日 

ニ
万
円 

一
◦

日
分
以
内 

B 

一
日
一
万
五
千
円

 

三
〇

日
分
以
内

以
上
今
年
度
の
予
算
に
よ
り
ま
す
の
で
、

一
九
八
五
年
三
月
中
旬
ま
で
に
終 

る
よ
ぅ
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
おI

の
方
は
帰
国
後
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。〇

の
方
に
つ 

い
て
は
、
離
日
後
招
待
の
責
任
者
の
方
か
ら
報
告
書
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま 

す
。貴

会
関
係
で
^)
、
0

そ
れ
ぞ
れ
適
当
と
思
ゎ
れ
る
方
が
ぁ
り
ま
し
た
ら
、
六 

月
三
〇

日
ま
で
に
御
推
薦
下
さ
い
ま
す
よ
う
願
い
上
げ
ま
す
。

営
さ
れ
、
ま
た
そ
の
間
、
会
館
三
階
の
フ
ラ
ン
ス
事
務
所
の
林
春
郎
氏
に
、
事
務 

上
の
こ
と
で
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
学
会
事
務
局
と
し
て
、
記
し
て 

感
謝
す
る
次
第
で
す
。

な
お
、
『
通
信
』
第
一
号
に
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、

フ

ラ

ン

ス

東
洋
学
の
動
向
、
 

日
仏
両
国
の
学
者
交
流
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
•
記
事
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

ふ 

る
っ
て
御
寄
稿
下
さ
い
。

(
学
会
事
務
局
)

連
絡
先

〒
一
〇

一
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
ニ
—

三 

日
仏
会
館
内

日
仏
東
洋
学
会
事
務
局

(
電
)

◦
三

丄

一

九
T

ニ

四

四

付
記

昨
年
十
二
月
に
お
届
け
し
ま
し
た
会
員
名
簿
に
は
誤
記
が
多
く
、
会
員
各
位
に 

は
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、

そ
の
後
入
会
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
、
 

来
春
に
は
新
た
な
名
簿
を
お
届
け
し
た
く
準
備
中
で
す
。

最
後
に
な

り

ま

し

た

が
、
昨
年
七
月
の
再
建
総
会
の
準
備
段
階
か
ら
こ

の

三
月 

ま
で
、
本
会
は
財
政
的
に
日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
側
の
全
面
的
な
援
助
に
よ
っ
て
運


